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１．技術リストの更新

（１）令和3年度成果への新技術追加

 テーマ2分科会等でのフィードバックやデスクトップ調査を基に、前年度作成した技術リストの拡充・更新を行った

（２）令和3年度成果のブラッシュアップ

 既存掲載技術のうち、導入可能性の2025年において「普及」と予想される技術以外を
中心に再調査を実施した

 TRL、規制状況（PEST/Political）を主に再調査を実施
 テーマ２の林業機械の自動化・遠隔操作化、電動化に関連する技術は、テーマ
２の情報に照らし合せて更新

 遠隔操作の技術については、有視界、非有視界の区別がつくように、「有視界、
非有視界」を追記

 その他、導入可能性、技術保有者、URL等についても併せて更新

 既存の技術リスト（令和4年3月31日時点版）に記載のない新たな技術について、国
内外の林業イノベーション情報サイト等よりデスクトップ調査を実施し、計8件の新技術を
追加した

# 技術名称 技術内容

追
加
89

集材・運材機械の自動化 センシング技術等を活用して路網形状や丸太等のデータ記録を行い、自動で
走行を行うフォワーダの開発

追
加
90

５G通信を用いた集材・運材
機械の遠隔操作化（非有
視界）

５Gを用い、木材の積み込み作業や、森林作業道上の無人走行を非有視
界で遠隔操作する技術。ホイールローダーやフォワーダに搭載されたカメラやセ
ンサーがとらえるデータをリアルタイムにオペレーターへ伝送し、遠隔地からリモコ
ンを操作できる。

追
加
92

通信システムを活用した下刈
機械の遠隔操作技術（非
有視界）

通信中継機を装着したバルーンを飛ばし、森林内通信システムを構築し、
LTE通信やWIFI通信を用いて通信用カメラやIoTデバイス等を装備した下
刈り作業機械を非有視界で遠隔操作。

 令和4年3月31日時点技術リストから更新・変更があった技術は、技術番号＃のセルを緑色で
ハイライトした

 令和4年3月31日時点から追加した技術#87～94は、緑字で記載した
 #95の技術は、令和4年3月31日時点の#22を分割して記載した

技術リスト技術リスト技術リストバックデータ技術リストバックデータ

・・・

統合・更新

追加した新技術（一例）追加した新技術（一例）

 技術リストは、新技術の追加、既存技術の情報更新を行い、
第4回専門委員会後に令和5年1月11日時点版を策定し、公表した

 最終的には、令和5年3月15日時点版としてとりまとめ、策定した
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２．アウトカム指標の検討

 国内外の他のイノベーション支援事業のアウトカム指標を参考にしつつ、ロジックが飛躍
せず、かつ林野庁が予算事業等を通じて指標の把握が可能な範疇でインパクトを達
成しうるロジックモデルを検討した

 アウトカム指標の検討においては、国内外のイノベーション支援事業を踏まえてアウトカム指標を調査検討しつつ、エコシステムの進展の測り方を検討した

（１）ロジックモデルとアウトカム指標の検討

 地域におけるエコシステム進展の測り方について、「場の形成⇒実証プロジェクトの展開
⇒ビジネス実装支援の展開」のフェーズに分けてチェックの観点とともに検討を実施。そ
の際、場の形成と実証プロジェクトの展開は同時に進みうること、エコシステム形成にお
ける重要過程である場の形成についてはさらに三段階に分けて整理する案とした

（２）地域におけるエコシステムの進捗の測り方の検討


